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2012年11月2日　米山功労者表彰　会員誕生スピーチ例会（第2644回例会）

開会点鐘

ソング　　　　◎君が代・奉仕の理想

本日の行事　◎第1回米山功労者表彰

田中友一会員
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◎会員誕生スピーチ例会

スピーカー　吉田栄幸会員（千葉胤嗣氏）

出席報告　熊谷力実会員10月中の出席率61．2％

会員数 偬��瑛h��)�B�出席数 偬��越b�鋪酪 

29 ���19 田X�CX�2�72，4％ 

佐々木（敏）会員　津軽石小学校に無事ピアノの贈呈式

が終わり安心しました。皆様のご協力

に感謝申し上げます。

摂待会員　早退します。

寺崎会員　昨年大津波で流出した大槌センター10

月25日に新店舗オープンしました。こ

れからも、地域の皆様のために健康の

お届けをして参ります。

中野会員　月初めにあたって。

）会報の着信i

宮古RC　第2637－2640回

その他の報告事項

1．ロータリーの友11月号

2．国際ロータリー事務局

◎奉仕室臨時ニュースレター

第1回『クラブメールアドレス』

3．社会福祉法人　骨古市社会福祉協議会　会長　飛澤和夫

◎第7回宮古市社会福祉大会の後援について（お願い）

期日　平成24年11月17日（凸13：00－16：00

会場　宮古市総合福祉センター　3F健やかホール

4．NPO法人みやこ自立サポートセンター

◎みんなの家ひまわりNo．182・月間サボステ11月号

ボランの広場通信No．223

2012不登校・ひきこもり問題第3回『岩手の

つどい』in宮古



5．みやこ街コン実行委員会

◎参加者募集

日時11月24日仕）17：00－21：00

場所　宮古市大通、末広町周辺飲食店

6．公式訪問写真の件

皆様こんにちは。2644回の例会でございます。

本日は会員スピーチを吉田会員がする予定でし

たが、吉田会員の義兄であります千葉胤嗣前市議会

議員が、「市の状況」を報告いただくことになって

おります。

会員誕生スピーチ例会　　　　　　　千日一点

：劣者争∴善∴少 撥後緩瀦緩／擁 侭-B�滋 ����X���
∴∴ 儷�5��　　多 識。リ ��

鰯機縁 ������������������� 

∵〆∵∴∴ 劔�� 

残′（六 � 

本日、お招きいただきまして有り難うございま

す。日頃からロータリークラブの会員の皆様が、

奉仕活動されていることに敬意を表しておりま

す。本当にご苦労様でございます。

さて、本日、このような機会をいただきまし

て、震災の激動の日々をお話しさせていただきた

いと思います。

3月11日東日本大震災の夜、津波の水が引いて

おらず、私の会社（宮古警察署付近で堤防の内

側）に近づくことは出来ませんでした。12日の朝

に会社に行きましたところ、私の会社は跡形もあ

りませんでした。当時、小さいながらも人材派遣

会社をやっておりました。もうやめて仙台の実家

に帰ろうかなと思いましたが、従業員が働いてい

るし、ここで帰るのも無責任かな？と思っており

ました。震災から1週間後に宮古警察署の友人か

ら電話があり、「千葉さんでなければできないボ

ランティアの仕事があるんだけれど手伝ってくれ

ないか」と言われました。何も聞かず「いいよ」

と言いました。その仕事は津波で亡くなったご遺

体が誰なのか調べるものでした。収容された地

域・年令・性別などの情報を避難所や分団に持っ

ていき聞き込みをしました。ご遺体は亡くなった

時の苦しんだ顔の表情のままでしたが、その時

は、気持ち悪いとか、怖いとか、そういった気持

ちは全くありませんでした。なぜかというと、早

く遺族の元へ帰したいという思いが強かったか

らです。ご遺体に対面した家族の方が、「おじい

ちゃん、ごめんね。寒かったでしょ…」と、一生

懸命に声を掛けているのを見て、本当にこの仕事

をやって良かったなと思いました。ただ、残念な

ことに一例だけ受取拒否があったことです。


